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研究成果の概要 

 本年度は昨年度に続き、フェーズ 1で実施予定の 3つのサブ課題の内の(B)「亀裂の造成からその先

長期に渡る挙動をミクロ空間も考慮した上で予測可能なマルチスケール・マルチフィジックスシミュ

レータの構築」と(C)「シミュレータの室内実験レベルでの妥当性検証」に関する研究に注力した。 

課題(B)については、概ね想定していた通りのマルチスケール・マルチフィジックスシミュレーショ

ンのフレームワークが構築できた。本シミュレータは、フェーズ 2で実規模の数値解析に適用すること

を見越し、岩石破砕過程（貯留層造成過程）のみミクロスケールを包含した亀裂造成解析を行い、そこ

から先の流体注入・抽出による貯留層の長期状態変化（亀裂群の透水性変化等）過程では、亀裂造成解

析より得られたミクロ特性を変数として入力し計算負荷を大幅低減させたメゾスケールの連成解析を

行いマクロな挙動を予測する合理的仕様となっている。 

 課題(C)については、昨年度に続き、課題(B)で構築したシミュレータを用いて高温岩体発電を想定し

た貯留層造成や流体透水に関する室内実験及びその再現計算を行い、シミュレータ及びその構成モデ

ルの妥当性検証を進めることができた。特に、地熱貯留層を模擬した温度 300℃～400℃・拘束圧 40MPa

の高温・高圧下での岩石亀裂透水試験より測定された、300℃と 350℃での亀裂の透水性変化挙動の顕

著な違いを数値解析によりよく再現できているという点は、当該分野において世界的にも類似の事例

すらない画期的な成果であり、地熱貯留層の生産性を支配する岩石亀裂の透水性変化傾向に対する高

い予測性能が期待できる。 
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